
1
仏
教
が
東
漸
し
て
よ
り
漢
魏
六
朝
を
歴
て
晴
唐
ま
で
に
三
蔵
は

大
い
に
備
り
、
降
っ
て
宋
元
代
に
大
蔵
経
が
刻
印
さ
れ
る
に
及
び

法
宝
は
い
よ
い
よ
伝
持
宣
揚
さ
れ
て
今
日
に
到
っ
て
い
る
。
そ
の

間
に
道
安
・
慧
遠
を
は
じ
め
道
生
・
僧
肇
ら
の
諸
師
、
天
台
の
智

顎
・
湛
然
、
華
厳
の
法
蔵
・
澄
観
、
三
論
・
法
相
の
吉
蔵
。
窺
基
、

浄
土
の
曇
鶯
・
道
縛
・
善
導
、
さ
ら
に
禅
の
慧
能
・
神
秀
、
密
教

の
一
行
・
恵
果
ら
の
俊
徳
が
接
踵
し
て
輩
出
し
、
幾
多
の
注
釈
判

教
を
為
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
諸
師
の
撰
に
な
る
章
疏
を
中
国
撰
述

仏
典
と
称
す
る
。

晴
害
経
籍
志
に
「
民
間
仏
経
、
多
於
六
経
、
数
十
百
倍
」
と
記

し
て
い
る
。
晴
代
す
で
に
然
る
・
唐
代
に
は
よ
り
隆
昌
し
宋
元
明

に
三
蔵
及
び
注
釈
吉
は
愈
々
慈
多
に
し
て
称
計
す
る
こ
と
が
出
来

な
い
。
か
く
て
大
蔵
経
に
入
蔵
さ
れ
て
今
日
に
伝
わ
る
経
論
章
疏

は
も
と
よ
り
多
い
が
、
入
蔵
さ
れ
ず
中
途
亡
快
の
仏
典
注
釈
も
亦

7
研
究
ノ
ー
ト

中
國
撰
述
佛
典
と
大
藏
經少

な
く
は
な
い
。
し
か
る
に
大
蔵
経
に
よ
っ
て
法
宝
は
護
持
さ
れ
、

後
学
の
受
け
る
嘉
思
は
計
り
知
れ
な
い
。
歴
代
刻
蔵
の
偉
業
と
光

沢
を
決
し
て
看
過
し
忘
却
し
て
は
な
ら
ぬ
所
以
で
あ
る
。

中
国
仏
教
の
黎
明
期
に
お
け
る
最
も
重
要
な
課
題
は
胡
語
の
仏

典
を
民
族
の
言
語
文
字
に
正
し
く
翻
訳
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
中

国
に
伝
え
ら
れ
た
表
音
の
胡
語
に
よ
る
仏
典
は
訳
経
三
蔵
に
よ
っ

て
表
意
の
漢
語
に
翻
訳
さ
れ
漢
文
仏
典
と
な
り
、
そ
れ
が
中
国
人

の
仏
教
信
仰
の
基
調
と
な
る
。
そ
の
場
合
、
仏
典
の
言
写
は
不
可

欠
の
重
大
事
で
あ
る
。
後
漢
書
宣
者
伝
の
察
倫
伝
に
よ
れ
ば
、
和

帝
の
元
興
元
年
（
一
○
五
）
に
す
で
に
紙
が
発
明
さ
れ
て
お
り
、
仏

教
伝
来
の
当
初
か
ら
中
国
に
は
紙
が
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る

が
、
仏
典
の
書
写
に
は
練
帛
や
素
な
ど
を
用
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

後
漢
の
支
婁
迦
識
が
訳
出
し
た
般
舟
三
昧
経
四
事
品
に
は
、
疾
く

木
村
宣
彰
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三
昧
を
逮
得
す
る
為
の
四
事
を
説
き
、
仏
の
形
像
を
作
る
こ
と
と

共
に
「
好
素
」
に
仏
陀
の
教
え
を
害
写
す
る
功
徳
を
説
い
て
い
る
。

既
に
後
漢
代
に
訳
出
さ
れ
た
仏
典
に
屡
々
好
素
な
ど
に
経
典
を
書

写
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。

実
際
に
そ
れ
を
行
な
っ
た
例
と
し
て
慧
皎
の
高
僧
伝
な
ど
に
次

の
様
な
史
実
を
伝
え
て
い
る
。
魏
の
甘
露
五
年
（
三
ハ
○
）
に
般
若

経
の
原
典
を
求
め
て
雍
州
を
発
っ
て
干
間
に
求
法
し
た
漢
人
僧
の

朱
士
行
が
、
西
域
南
道
の
仏
教
都
市
子
閥
で
放
光
般
若
経
の
梵
本

九
十
章
六
十
万
余
言
を
得
て
「
皮
牒
」
に
写
し
て
洛
陽
に
と
ど
け
、

善
く
方
言
を
解
す
る
河
南
居
士
の
竺
叔
蘭
に
よ
っ
て
訳
出
さ
れ
た
。

そ
の
放
光
経
二
十
巻
を
支
孝
龍
な
る
も
の
が
校
合
し
定
本
を
作
り

十
四
匹
の
「
繩
」
に
書
写
し
た
と
い
う
。

ま
た
出
三
蔵
記
集
所
載
の
正
法
華
経
記
な
ど
に
よ
れ
ば
、
西
晋

の
太
康
七
年
（
二
八
六
）
に
竺
法
護
は
正
法
華
経
十
巻
を
翻
訳
し
了

り
、
永
煕
元
年
（
二
九
○
）
に
至
っ
て
洛
陽
の
白
馬
寺
や
東
牛
寺
で

こ
れ
を
講
じ
、
重
ね
て
校
定
を
為
し
て
翌
元
康
元
年
（
二
九
一
）
四

月
十
五
日
に
孫
伯
虎
が
長
安
で
「
素
」
に
写
し
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。こ
の
よ
う
に
無
地
の
絹
に
書
写
し
た
経
巻
を
素
経
と
い
う
。
今

日
に
伝
わ
る
素
経
の
一
例
と
し
て
無
量
寿
経
が
あ
る
。
か
っ
て
大

谷
螢
誠
が
パ
リ
で
そ
れ
を
写
真
に
収
め
、
原
寸
原
色
に
複
製
し
、

内
藤
湖
南
の
賊
を
付
し
た
も
の
が
世
間
に
知
ら
れ
て
い
る
。
外
に

も
熾
埋
な
ど
か
ら
も
多
く
の
帛
書
の
仏
典
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

中
国
に
仏
教
が
伝
来
し
た
初
期
に
、
す
で
に
製
紙
法
は
発
見
さ

れ
て
い
た
が
、
貴
重
な
紙
は
未
だ
広
く
普
及
せ
ず
、
当
時
は
専
ら

練
や
素
を
以
て
写
経
が
為
さ
れ
て
い
た
様
で
あ
る
。
訳
経
三
蔵
に

よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
た
訳
文
は
直
ち
に
筆
受
者
に
よ
っ
て
浄
写
さ
れ

る
。
中
国
で
は
訳
経
の
開
始
が
そ
の
ま
ま
写
経
の
濫
膓
と
な
る
。

今
、
写
経
の
事
実
を
仔
細
に
跡
づ
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
挑

秦
の
鳰
摩
羅
什
ら
に
よ
る
盛
ん
な
訳
経
活
動
は
、
当
然
の
こ
と
な

が
ら
写
経
の
盛
行
を
促
す
。
現
に
西
涼
の
建
初
二
年
（
四
○
六
）
に

書
写
さ
れ
た
十
諦
律
比
丘
戒
本
や
、
北
涼
の
承
平
十
五
年
（
四
五

七
）
の
奥
書
を
有
す
る
仏
説
菩
薩
蔵
経
な
ど
鳩
摩
羅
什
の
翻
訳
に

な
る
経
論
が
そ
れ
ぞ
れ
熾
埠
や
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
か
ら
発
見
さ
れ
て

い
る
（
拙
稿
「
鳩
摩
羅
什
の
訳
経
」
大
谷
大
学
研
究
年
報
三
十
八
参
照
）
。

晴
代
の
写
経
の
隆
盛
に
つ
い
て
前
記
の
晴
害
経
籍
志
に
晴
文
帝
の

開
皇
元
年
（
五
八
一
）
、
天
下
の
諸
大
寺
に
「
官
写
一
切
経
」
を
安

置
し
た
こ
と
を
述
雫
へ
て
い
る
。
ま
た
玉
芝
堂
談
菅
（
巻
十
五
）
に
晴

の
大
業
（
六
○
五
’
一
七
）
年
間
に
仏
経
の
訳
し
て
漢
文
に
成
る
も

の
已
に
六
千
九
十
六
巻
に
達
し
「
写
経
四
十
六
蔵
、
達
十
三
万
巻
」

と
語
っ
て
い
る
。
次
い
で
唐
の
貞
観
（
六
二
七
’
四
九
）
の
は
じ
め

に
は
普
光
寺
の
玄
碗
が
宮
中
の
徳
業
寺
で
皇
后
の
為
に
大
蔵
経
を
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写
す
監
督
を
つ
と
め
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
続
高
僧
伝
）
。

こ
の
よ
う
に
晴
唐
時
代
に
は
か
な
り
組
織
的
に
仏
典
の
書
写
が
推

進
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
書
写
さ
れ
た
経
巻
に
は
黄
巻
赤
軸
の

装
値
が
施
さ
れ
て
永
く
後
代
へ
と
伝
え
ら
れ
る
。

書
写
さ
れ
た
抄
本
に
よ
る
書
物
の
流
布
か
ら
一
歩
も
二
歩
も
進

め
た
の
が
印
刻
出
版
で
あ
る
。
仏
典
の
離
版
が
何
時
か
ら
始
ま
る

の
か
。
そ
れ
を
詳
ら
か
に
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
無
い
。

続
高
僧
伝
の
吉
蔵
伝
に
は
、

晩
以
大
業
初
歳
、
写
二
千
部
法
華
、
晴
暦
告
終
、
造
二
十
五

尊
像

と
述
べ
、
階
蝪
帝
の
大
業
年
間
の
仏
典
書
写
の
こ
と
を
記
し
て
い

る
。
ま
た
同
じ
く
神
照
伝
に
も
「
造
像
数
百
舗
、
写
経
数
千
巻
」

と
写
経
造
像
の
事
を
記
録
し
て
い
る
が
、
未
だ
離
印
仏
経
の
記
事

は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
唐
の
司
空
表
聖
文
集
（
巻
九
）
に
は
「
為
東
都
敬
愛

寺
講
律
僧
恵
確
化
募
離
刻
律
疏
」
（
四
庫
提
要
集
部
所
収
）
と
仏
典
の

離
刻
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
こ
の
文
に
「
印
本
共
八
百
紙
」
と

注
記
し
て
い
る
。
実
に
仏
典
の
刻
印
出
版
は
中
唐
期
に
始
る
の
で

圭
払
し
づ
（
》
Ｏ

当
時
の
遺
品
と
し
て
は
、
唐
の
威
通
九
年
（
八
六
八
）
の
識
語
を

有
す
る
金
剛
般
若
経
が
あ
る
。
こ
の
金
剛
般
若
経
は
一
九
○
七
年
、

英
人
ス
タ
イ
ン
シ
目
巴
望
の
旨
が
徴
埠
千
仏
洞
で
蒐
集
し
た
も

の
で
、
長
さ
五
メ
ー
ト
ル
余
の
首
尾
完
全
な
形
で
大
英
博
物
館
に

収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
巻
首
の
仏
説
法
図
の
後
に
「
威
通
九
年
四
月

十
五
日
王
琉
為
二
親
敬
造
普
施
」
と
あ
り
、
王
玖
と
称
す
る
人
物

が
刻
造
し
普
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
様
に
唐
代
に
は
仏
典
の

刊
行
が
或
る
程
度
は
普
及
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
宋
代
以

降
に
長
足
の
進
歩
を
と
げ
る
。
唐
に
も
単
経
の
印
刷
は
行
な
わ
れ

て
い
た
が
、
宋
代
に
至
り
は
じ
め
て
大
蔵
経
の
刻
印
刊
行
が
行
な

わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
仏
教
信
仰
の
厚
い
宋
の
太
祖
は
、
開
宝
四

年
（
九
七
一
）
に
高
品
張
従
信
を
益
州
（
成
都
）
に
遣
わ
し
一
切
経

の
板
刻
を
命
じ
、
十
数
年
の
歳
月
を
閲
し
て
完
成
し
た
の
で
あ
る
。

益
州
で
離
造
さ
れ
た
一
切
経
の
板
木
は
実
に
十
三
万
余
と
い
う
庭

大
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
北
宋
勅
版
の
大
蔵
経
は
国
家
事
業
と

し
て
為
さ
れ
た
も
の
で
完
成
の
暁
に
は
わ
が
国
を
は
じ
め
高
麗
・

西
夏
な
ど
近
隣
諸
国
に
贈
与
さ
れ
て
い
る
。
蜀
の
特
産
の
上
質
麻

紙
を
使
っ
て
摺
ら
れ
た
五
千
四
十
八
巻
の
大
蔵
経
は
、
東
大
寺
育

然
に
よ
っ
て
宋
か
ら
日
本
に
宵
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
日
本
に
将
来

さ
れ
た
こ
の
北
宋
勅
版
の
大
蔵
経
は
藤
原
道
長
の
法
成
寺
に
安
置

さ
れ
た
が
、
法
成
寺
の
失
火
と
共
に
焼
失
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ

か
ら
転
写
さ
れ
た
諸
経
は
法
隆
寺
や
石
山
寺
な
ど
に
伝
わ
り
、
日

本
仏
教
の
発
展
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
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北
宋
版
の
後
、
南
の
福
州
東
禅
寺
で
私
版
の
一
切
経
が
作
ら
れ

て
い
る
。
更
に
南
宋
で
も
福
州
開
元
寺
版
、
湖
州
版
、
磧
砂
版
等

が
瘻
々
開
板
さ
れ
て
い
る
。
北
宋
に
お
け
る
勅
版
大
蔵
経
の
離
印

か
ら
ほ
ぼ
半
世
紀
を
経
て
高
麗
で
は
顕
宗
の
と
き
大
蔵
経
の
印
刻

が
企
画
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
顕
宗
は
崔
士
威
ら
に
命
じ
て
開
元
釈

教
録
の
五
千
四
十
八
巻
を
出
版
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
次
い
で
高

宗
は
そ
の
二
十
三
年
に
重
ね
て
大
蔵
経
の
再
離
を
発
願
し
、
大
蔵

経
都
監
を
組
織
し
て
十
五
年
の
歳
月
を
費
し
て
完
成
し
て
い
る
。

こ
の
再
離
の
大
蔵
経
出
版
に
際
し
て
ば
高
麗
沙
門
の
守
其
ら
が
勅

を
奉
じ
て
数
種
類
の
批
校
本
を
以
て
極
め
て
厳
密
な
る
校
勘
を
為

し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
努
力
の
経
果
、
世
に
善
本
の
誉
が
高
く
、

後
に
わ
が
大
正
大
蔵
経
の
底
本
に
採
用
さ
れ
る
。
再
雛
に
際
し
て

守
其
は
、
初
雛
本
・
北
宋
勅
版
・
契
丹
版
の
諸
大
蔵
経
及
び
古
写

本
等
と
の
至
厳
の
校
合
を
為
し
、
自
ら
新
雛
大
蔵
校
正
別
録
三
十

巻
を
著
わ
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
を
抄
出
し
た
麗
蔵
新
離
本
校

記
一
巻
も
広
く
流
布
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
一
読
す
る
と
き
、
仏

典
の
出
版
刊
行
に
際
し
て
諸
本
と
の
校
勘
が
如
何
に
重
要
不
可
欠

な
こ
と
か
を
否
応
無
し
に
知
ら
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

日
本
で
は
中
国
と
は
や
入
事
情
が
異
り
、
国
語
に
よ
っ
て
経
典

等
を
翻
訳
す
る
と
い
う
様
な
こ
と
は
無
く
、
漢
文
仏
典
を
そ
の
ま

ま
に
受
容
し
た
の
で
あ
る
。
中
国
の
仏
教
徒
が
訳
経
に
払
っ
た
労

苦
を
日
本
で
は
専
ら
写
経
に
注
い
だ
。
日
本
で
は
漢
文
に
和
訓
を

付
し
て
読
む
こ
と
が
案
出
さ
れ
、
訓
読
す
る
こ
と
が
そ
の
ま
ま
翻

訳
を
兼
ね
て
い
た
の
で
あ
る
。

欽
明
天
皇
七
年
（
五
三
八
）
に
百
済
の
聖
明
王
が
使
臣
を
派
し
て

仏
像
及
び
経
諭
を
献
じ
崇
仏
の
表
を
奉
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
α

そ
の
経
論
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
不
明
で
あ
る
。
ま
た
一

切
経
が
何
時
頃
、
日
本
に
齋
さ
れ
た
か
知
ら
ぬ
が
、
考
徳
天
皇
の

白
雄
二
年
（
六
五
一
）
、
味
岡
宮
に
二
千
百
余
の
僧
尼
を
請
じ
て
一

切
経
を
読
ま
し
め
た
こ
と
が
日
本
書
紀
に
見
え
る
。
「
一
切
経
」

と
い
う
文
字
の
文
献
上
の
初
見
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
天
武
天
皇
白

鳳
二
年
（
六
七
四
）
三
月
に
「
是
の
月
、
書
生
を
聚
め
、
始
め
て
一

切
経
を
川
原
寺
に
写
す
」
（
日
本
書
紀
）
と
一
切
経
書
写
の
こ
と
が

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
一
切
経
の
書
写
に
は
必
ず
原
本
が
必
要
で
あ

る
。
川
原
寺
で
の
一
切
経
書
写
の
歳
は
唐
に
開
元
釈
教
録
編
纂
以

前
の
こ
と
で
あ
り
、
当
時
の
一
切
経
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ

た
の
か
、
興
味
の
あ
る
事
項
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
欽
明
天
皇

の
代
に
は
半
島
の
百
済
か
ら
「
経
論
」
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
更

に
数
次
に
亙
る
造
晴
使
、
遣
唐
使
に
よ
っ
て
将
来
さ
れ
た
晴
唐
写

経
を
原
本
と
為
し
て
写
経
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。

白
雑
四
年
（
六
五
三
）
に
勅
を
奉
じ
て
造
唐
大
使
小
山
上
吉
士
長
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丹
と
倶
に
入
唐
し
た
道
昭
が
将
来
し
た
経
論
の
写
本
は
殊
の
外
に

善
本
で
あ
っ
た
。
続
日
本
紀
の
文
武
天
皇
の
四
年
（
七
○
○
）
、
道

昭
示
寂
の
条
に
、
彼
の
平
城
右
京
の
禅
院
に
言
及
し
、

此
院
多
有
経
論
、
害
迩
偕
好
不
錯
誤
、
皆
和
尚
之
所
将
来
者

也

と
述
令
へ
て
い
る
よ
う
に
、
道
昭
が
齋
し
た
経
論
は
、
厳
密
な
校
合

を
経
た
錯
誤
の
少
な
い
善
本
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
元
與
寺
東
南
隅

の
禅
院
に
安
置
さ
れ
て
当
時
の
仏
典
書
写
の
原
本
と
し
て
盛
ん
に

依
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

実
際
に
当
時
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
天
武
天
皇
十
四

年
（
六
八
六
）
に
河
内
国
の
知
識
に
よ
る
金
剛
場
陀
羅
尼
経
一
巻
や

文
武
天
皇
の
慶
雲
三
年
（
七
○
六
）
の
浄
名
玄
諭
八
巻
な
ど
が
現
存

し
て
お
り
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

奈
良
時
代
に
仏
教
は
目
覚
し
い
発
展
を
示
し
、
当
時
す
で
に
官

立
の
写
経
所
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
天
平
六
年
（
七
三
四
）
、
聖
武

天
皇
が
発
願
書
写
せ
し
め
た
勅
願
一
切
経
に
は
「
写
経
司
」
の
名

が
認
め
ら
れ
る
。
官
立
の
写
経
所
た
る
写
経
司
の
下
に
多
く
の
経

生
、
校
生
、
題
師
、
堺
生
、
装
演
師
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
職
務
を
分
担

し
て
写
経
を
完
遂
し
た
。
写
経
所
に
お
い
て
は
、
堺
生
は
料
紙
に

天
地
の
堺
線
と
罫
線
を
描
き
、
経
生
は
原
本
を
忠
実
に
書
写
し
、

校
生
は
書
写
さ
れ
た
経
文
の
訓
誤
を
正
し
て
、
そ
の
上
で
装
廣
師

に
由
て
経
軸
・
表
紙
・
紐
な
ど
の
装
値
を
施
し
た
の
で
あ
る
。
而

る
の
ち
に
題
師
が
経
題
を
言
き
写
経
が
完
了
す
る
。
写
経
終
了
後

の
使
用
紙
数
の
届
け
出
に
よ
れ
ば
、
一
人
平
均
し
て
一
日
に
麻
紙

七
枚
を
写
し
て
い
る
。
麻
紙
一
枚
を
十
七
字
詰
二
十
五
行
と
し
て

見
る
と
一
日
に
約
三
千
字
の
書
写
を
為
し
た
こ
と
に
な
る
（
日
本

写
経
絲
聡
）
。
か
く
し
て
写
さ
れ
た
経
諭
に
対
し
て
厳
格
な
る
校
正

が
為
さ
れ
る
。
当
時
の
校
正
結
果
に
関
す
る
詳
細
な
報
告
書
が
正

倉
院
文
書
の
中
に
残
っ
て
い
る
。

天
平
十
九
年
七
月
六
日
の
「
荒
田
井
牛
養
解
申
勘
出
進
事
」

（
正
倉
院
文
書
）
に
よ
れ
ば
、
当
日
は
荘
厳
経
や
正
法
念
処
経
な
ど

が
書
写
さ
れ
て
校
正
が
為
さ
れ
た
が
、
そ
の
誤
脱
は
一
巻
に
つ
き

一
宇
未
満
で
あ
り
、
極
め
て
正
確
で
あ
る
。
経
疏
の
書
写
の
方
が

ゃ
上
複
雑
で
面
倒
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
や
は
り
当
日
に
校
正
さ

れ
た
注
維
摩
詰
経
に
つ
い
て
次
の
様
に
報
告
し
て
い
る
。

注
維
摩
詰
経
峡
一
三
信
州
篝
謡
塾

注
維
摩
詰
経
の
校
正
結
果
は
、
第
一
乃
至
巻
四
は
各
巻
に
一
宇

の
脱
字
が
あ
り
、
巻
五
、
巻
七
、
巻
九
に
は
各
一
宇
の
誤
字
が
認

め
ら
れ
、
巻
六
、
巻
八
、
巻
十
に
は
靴
脱
が
全
く
見
い
出
さ
れ
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
仏
典
書
写
が
組
織
的
か
つ
正
確
に
行
な
わ
れ

て
い
た
当
時
の
実
態
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
や
が
て
か
っ
て
の
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写
経
所
は
専
ら
経
律
諭
の
三
蔵
を
担
当
す
る
写
経
所
と
注
釈
章
疏

を
受
け
持
つ
写
疏
所
と
に
分
け
て
行
な
わ
れ
る
。
こ
の
書
写
と
い

う
営
為
は
経
典
自
ら
が
勧
め
る
経
典
書
写
の
功
徳
を
求
め
た
も
の

で
あ
る
と
共
に
、
仏
法
護
持
の
熱
意
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。

平
安
時
代
に
は
写
経
所
の
制
は
廃
せ
ら
れ
る
が
、
諸
大
寺
や
貴

族
ら
に
よ
っ
て
仏
典
書
写
の
営
み
は
間
断
な
く
続
い
て
い
た
の
で

あ
る
。
延
暦
十
六
年
（
七
九
七
）
、
最
澄
は
比
叡
山
に
一
切
経
を
備

え
る
た
め
に
南
都
東
大
寺
な
ど
諸
大
寺
に
門
下
を
遣
わ
し
て
書
写

に
努
め
て
い
る
（
叡
山
大
師
伝
等
）
。
ま
た
天
長
十
年
（
八
三
三
）
に
は

一
切
経
が
二
部
書
写
さ
れ
て
弥
勒
寺
と
神
護
寺
と
に
安
置
さ
れ
て

い
る
（
続
日
本
後
記
）
。
更
に
一
人
で
も
っ
て
一
切
経
の
全
て
を
書

写
す
る
と
い
う
例
も
あ
る
。
藤
原
定
信
（
一
○
八
八
’
一
一
五
六
）
は

二
十
三
年
間
も
か
け
て
一
切
経
を
た
っ
た
一
人
で
写
し
終
え
春
日

神
社
に
奉
納
し
て
い
る
（
宇
槐
記
抄
）
。
ま
た
鎌
倉
時
代
の
初
め
に

色
定
良
祐
が
文
治
二
年
（
二
八
七
）
二
十
八
歳
か
ら
安
貞
二
年
（
一

一
三
八
）
六
十
九
歳
ま
で
実
に
四
十
二
年
間
を
か
け
て
一
切
経
書

写
を
達
成
し
て
い
る
。
今
日
も
そ
の
一
部
が
存
す
る
。
こ
の
よ
う

に
し
て
確
実
に
仏
法
は
護
持
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
仏
書
の
刻
版
は
、
わ
が
国
で
は
既
に
奈
良
時
代
以
前
か

ら
行
な
わ
れ
て
い
た
。
天
平
宝
字
八
年
（
七
六
四
）
に
印
刷
さ
れ
た

と
い
う
法
隆
寺
所
伝
の
百
万
塔
陀
羅
尼
が
現
存
す
る
。
印
刷
物
の

最
古
の
遺
品
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
寛
治
二
年

（
一
○
八
八
）
に
興
福
寺
で
成
唯
識
論
が
開
板
さ
れ
る
に
至
り
仏
書

刊
行
が
本
格
的
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
爾
来
、
鎌
倉
時

代
ま
で
興
福
寺
で
印
行
さ
れ
た
仏
書
は
春
日
版
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

ま
た
高
野
山
で
も
建
長
の
頃
か
ら
近
世
に
至
る
ま
で
仏
典
が
刊
行

さ
れ
高
野
版
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
他
に
室
町
の
頃
、
京

都
の
禅
林
で
所
謂
五
山
版
が
開
板
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
単
行
の
仏
典
を
印
刷
出
版
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
切
経
即

ち
大
蔵
経
を
開
板
し
た
も
の
で
は
な
い
。
大
蔵
経
開
板
は
江
戸
時

代
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
が
、
大
蔵
経
の
開
板
の
計
画

は
既
に
中
世
に
始
ま
る
。
そ
の
噴
矢
は
鎌
倉
の
弘
安
年
間
（
一
二

七
八
’
八
七
）
に
行
円
が
、
勅
願
を
承
け
て
一
切
経
の
開
板
を
試
み

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
正
安
四
年
（
一
三
○
二
）
に
智
泉
の
開
板
し

た
観
無
量
寿
経
の
刊
記
に
見
え
る
。
実
は
行
円
の
計
画
は
一
切
経

の
す
、
へ
て
を
新
離
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
既
刊
の
刊
本

を
蒐
集
し
た
上
で
未
刊
行
の
仏
典
を
新
刻
し
て
補
完
し
よ
う
と
し

た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
僅
か
に
観
無
量
寿
経
等
の
開
板

を
行
な
っ
た
だ
け
で
終
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

慶
安
十
八
年
（
一
六
二
一
）
に
は
伊
勢
常
明
寺
法
楽
院
の
宗
存
が

や
は
り
大
蔵
経
の
開
板
を
発
願
し
江
減
の
寄
附
を
集
め
て
刊
行
を

開
始
し
た
。
こ
れ
は
高
麗
版
を
底
本
と
為
し
、
木
活
を
用
い
た
も
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の
で
あ
っ
た
が
、
印
刷
部
数
は
僅
少
で
し
か
も
全
巻
の
完
成
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。

わ
が
国
で
大
蔵
経
全
蔵
を
開
板
し
た
の
は
徳
川
家
光
の
と
き
天

海
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
寛
永
十
四

年
（
一
六
三
七
）
、
寛
永
寺
に
経
局
を
設
け
、
木
活
を
使
用
し
て
十

余
年
を
費
し
て
完
成
し
て
い
る
。
そ
の
収
蔵
典
籍
は
一
千
四
百
五

十
三
部
六
千
三
百
二
十
三
巻
で
、
南
宋
思
渓
版
に
拠
り
、
若
干
は

杭
州
版
を
も
っ
て
補
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
徳
川
幕
府

の
資
金
を
用
い
て
為
さ
れ
た
事
業
で
あ
り
、
上
質
の
和
紙
に
印
刷

さ
れ
た
美
本
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
印
刷
部
数
は
少
部
で
広

く
流
布
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
・

天
海
版
に
比
し
て
仏
典
の
普
及
に
絶
大
な
る
貢
献
を
為
し
た
の

が
鉄
眼
道
光
に
よ
る
大
蔵
経
の
開
板
で
あ
る
。
寛
文
八
年
（
一
六

六
八
）
、
鉄
眼
三
十
九
歳
の
と
き
大
坂
月
江
院
で
大
乗
起
信
論
を
講

じ
た
際
に
、
校
正
の
行
き
届
い
た
善
本
の
必
要
性
を
感
じ
、
大
蔵

経
出
版
の
志
を
衆
人
に
告
げ
た
の
で
あ
る
。
自
ら
大
蔵
経
縁
起
疏

を
作
っ
て
広
く
募
財
に
つ
と
め
文
字
通
り
東
奔
西
走
し
、
天
和
元

年
（
一
六
八
一
）
、
五
十
二
歳
の
と
き
漸
く
一
千
六
百
十
八
部
七
千

三
百
三
十
四
巻
の
刻
蔵
を
完
了
し
た
の
で
あ
る
。
天
海
が
徳
川
家

を
檀
越
と
し
て
事
を
為
し
た
の
に
対
し
て
鉄
眼
は
、
門
下
の
宅
州

道
聰
の
援
助
や
庶
民
の
浄
財
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
謂
ぱ
個
人
の

事
業
と
し
て
完
遂
し
た
と
こ
ろ
に
仏
法
護
持
の
熱
烈
な
精
神
を
感

ず
る
の
で
あ
る
。
当
時
諸
山
に
多
く
大
蔵
経
を
安
ず
る
こ
と
が
出

来
た
の
は
偏
え
に
師
の
功
績
で
あ
り
、
仏
教
学
の
発
展
に
寄
与
す

る
と
こ
ろ
も
亦
絶
大
で
あ
る
。
鉄
眼
の
資
た
る
僧
溶
鳳
潭
が
各
宗

の
学
を
修
め
万
巻
の
害
を
著
し
得
た
の
も
こ
の
大
蔵
経
に
依
る
と

こ
ろ
極
め
て
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

明
治
以
降
、
時
代
の
要
請
に
従
っ
て
日
本
独
自
の
大
蔵
経
が
陸

続
と
出
版
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
木
版
や
木
活
で
は
な
く
、
金
属
活

字
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
先
ず
明
治
十
四
年
に
刊
行
を
開
始
し
た

縮
刷
大
蔵
経
で
あ
る
。
縮
刷
大
蔵
経
は
高
麗
版
を
底
本
と
し
て
宋

元
明
の
三
蔵
を
以
て
校
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
校
正
に
は
日

本
の
各
宗
派
か
ら
六
十
余
人
も
の
人
材
が
選
抜
さ
れ
て
推
進
さ
れ

た
。
そ
れ
故
こ
の
蔵
経
の
校
正
は
厳
密
で
学
術
的
価
値
に
お
い
て

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
刻
蔵
に
お
い
て
校
訂
校
正
が
如
何
に
大

切
で
あ
る
か
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
従
来
、
日
本
で
出
版
さ
れ

た
大
蔵
経
は
（
天
海
版
は
南
宋
の
思
渓
版
に
、
鉄
眼
版
は
明
版
に

依
る
よ
う
に
）
中
国
の
大
蔵
経
の
配
列
に
従
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、

縮
刷
大
蔵
経
で
は
改
め
て
明
の
智
旭
の
閲
蔵
知
津
に
よ
っ
て
五
部

二
十
五
門
に
分
類
し
、
五
百
十
六
部
八
千
五
百
三
十
四
巻
の
仏
典

を
収
め
た
。

そ
の
後
明
治
三
十
五
年
か
ら
三
ヶ
年
を
費
し
て
卍
字
大
蔵
経
が
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出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
は
所
収
典
籍
六
千
九
百
九
十
巻
の
全
て
に
訓

点
を
附
し
た
こ
と
に
特
色
が
あ
る
。
た
だ
惜
し
む
ら
く
は
縮
蔵
に

比
し
て
校
正
上
の
遺
漏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

前
記
の
い
ず
れ
の
大
蔵
経
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
所
謂
印
度
撰

述
の
経
律
論
が
中
心
で
あ
る
。
天
台
智
顎
の
三
大
部
入
蔵
の
例
を

引
く
ま
で
も
な
く
、
入
蔵
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
く
若
干
の
例
外

を
除
い
て
中
国
撰
述
の
諸
章
疏
や
禅
籍
等
は
ほ
と
ん
ど
入
蔵
さ
れ

て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
卍
字
蔵
経
の
完
成
に
引
き
続
き

尼
大
な
中
国
仏
教
典
籍
を
収
め
る
続
蔵
経
の
出
版
が
企
て
ら
れ
た

明
治
三
十
八
年
の
四
月
八
日
の
仏
降
誕
の
日
に
そ
の
第
一
巻
を
刊

行
し
、
以
後
毎
月
一
巻
宛
を
配
本
し
続
け
て
大
正
元
年
十
一
月
に

至
っ
て
百
五
十
套
七
百
五
十
冊
の
全
て
の
刊
行
を
完
結
し
た
。
後

年
、
編
纂
主
任
の
中
野
達
言
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
更
に
二
十

套
乃
至
三
十
套
の
追
加
刊
行
を
計
画
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、

そ
れ
で
も
続
蔵
経
に
は
印
度
・
中
国
の
九
百
五
十
余
名
の
撰
述
に

な
る
一
千
七
百
五
十
六
部
七
千
一
百
四
十
四
巻
の
仏
典
を
彙
輯
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
印
度
撰
述
で
あ
る
二
百
十
部
三
百

九
十
三
巻
の
典
籍
の
大
部
分
が
密
教
儀
軌
で
あ
り
、
残
り
の
一
千

五
百
四
十
六
部
六
千
七
百
五
十
一
巻
は
す
べ
て
中
国
撰
述
仏
典
で

あ
る
。
そ
の
中
に
は
中
国
で
は
既
に
散
快
し
、
わ
が
国
に
の
み
伝

存
す
る
章
疏
も
少
な
く
な
い
。

梁
の
天
監
八
年
（
五
○
九
）
の
武
帝
の
序
を
巻
首
に
附
す
浬
藥
経

集
解
七
十
一
巻
な
ど
は
一
千
四
百
有
余
年
を
経
て
大
正
元
年
に
至

っ
て
始
め
て
大
蔵
経
に
編
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
更
に
僧
肇
の
肇

論
や
竺
道
生
の
法
華
経
疏
な
ど
も
亦
、
続
蔵
経
に
よ
っ
て
始
め
て

入
蔵
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
中
国
仏
教
典
籍
の
宝
庫
で
あ
り
、
中
国

仏
教
の
研
究
に
益
す
る
こ
と
無
限
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
後
に
上
海

で
も
影
印
さ
れ
逆
に
中
国
に
輸
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

名
藍
の
宝
庫
を
捜
り
、
古
刹
の
珍
蔵
を
集
め
て
十
有
余
年
を
費

し
、
七
千
余
巻
も
の
典
籍
を
収
め
た
続
蔵
経
の
編
纂
は
並
み
並
み

な
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
、
そ
の
努
力
に
対
し
て
は
至
大
の
敬
意
を
払

う
も
の
で
あ
る
。
だ
が
本
蔵
の
底
本
や
そ
の
批
校
本
に
就
い
て
は

全
く
言
及
す
る
と
こ
ろ
が
無
く
、
果
し
て
参
互
校
誉
が
為
さ
れ
た

か
否
か
に
つ
い
て
も
そ
れ
を
明
ら
か
に
は
し
て
い
な
い
。
こ
の
点

が
筆
者
に
は
惜
し
ま
れ
て
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
刻
蔵
に
際
し
て
校

勘
が
如
何
に
重
要
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
申
す
ま
で
も
無
い
こ
と

で
あ
る
。

浄
土
宗
の
忍
徴
は
か
つ
て
往
生
要
集
を
講
じ
た
際
、
明
蔵
を
見

て
大
い
に
疑
問
を
生
じ
、
高
麗
蔵
に
よ
っ
て
得
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、

慨
然
瑳
嘆
し
大
蔵
対
校
を
志
し
た
。
宝
永
三
年
（
一
七
○
六
）
二
月
、

門
下
の
直
絃
ら
十
余
名
の
同
志
と
と
も
に
獅
子
谷
で
蔵
経
対
校
を

始
め
、
更
に
近
衛
基
煕
の
斡
旋
を
得
て
山
門
不
出
で
あ
っ
た
建
仁
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寺
所
蔵
の
高
麗
蔵
と
明
蔵
と
を
校
合
し
、
異
字
を
行
間
に
注
し
て

宝
永
七
年
四
月
に
至
り
、
そ
の
業
を
了
え
た
の
で
あ
る
。
か
坐
る

経
験
に
も
と
づ
い
て
大
蔵
経
対
校
録
百
巻
を
撰
せ
ん
と
し
た
が
、

適
ま
病
を
得
て
完
成
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
後
に
寛
政
三
年
（
一
七

九
一
）
、
音
徴
・
典
寿
ら
の
門
弟
に
よ
っ
て
漸
く
編
纂
を
了
え
た
の

で
あ
る
。
ま
た
寛
政
四
年
（
一
七
九
三
に
は
草
山
祖
芳
が
大
般
若

経
校
異
を
刊
行
し
て
い
る
。
更
に
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
、
本
山

の
命
を
拝
し
て
黄
檗
版
大
蔵
経
と
建
仁
寺
の
高
麗
蔵
と
の
校
勘
を

行
な
い
、
十
年
を
費
し
て
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
に
そ
の
業
を
終

え
た
真
宗
大
谷
派
の
丹
山
順
芸
の
業
績
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は

既
に
周
知
の
こ
と
で
あ
り
、
今
更
喋
々
す
る
ま
で
も
無
い
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
ら
の
諸
師
の
業
績
を
見
る
と
き
、
蔵
経
の
刻
印
に
於
て

殊
の
外
に
校
異
校
訂
が
重
要
な
こ
と
を
切
実
に
知
る
の
で
あ
る
。

よ
り
学
術
的
な
善
本
を
求
め
る
要
請
は
止
み
難
く
、
大
正
十
一

年
の
計
画
立
案
か
ら
昭
和
九
年
ま
で
十
三
ヶ
年
の
歳
月
を
閲
し
て

新
ら
た
に
大
正
新
脩
大
蔵
経
百
巻
が
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し

か
も
大
正
十
三
年
五
月
の
第
一
巻
阿
含
部
上
の
刊
行
か
ら
以
降
、

休
む
こ
と
な
く
毎
月
毎
月
一
千
頁
も
の
大
蔵
経
を
配
本
し
続
け
て

完
成
し
た
の
で
あ
る
。

大
正
新
脩
大
蔵
経
は
単
に
従
来
の
蔵
経
の
集
大
成
で
は
な
く
新

ら
た
な
組
織
と
資
料
と
を
も
っ
て
編
纂
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
わ
が
国
の
仏
教
者
の
み
な
ら
ず
欧
米
の

学
者
に
と
っ
て
も
「
仏
典
の
決
定
版
」
（
「
再
刊
の
趣
旨
」
）
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
と
刊
行
会
は
自
負
し
て
い
る
。
刊
行
会
が
大
正

新
脩
と
称
し
、
そ
の
新
脩
た
る
の
骨
目
と
し
て
挙
げ
る
第
一
の
特

色
は
「
厳
密
博
渉
の
校
訂
」
に
あ
っ
た
。
か
の
張
之
洞
は
善
本
の

要
件
と
し
て
足
本
（
無
欠
巻
、
未
冊
削
）
・
精
本
（
精
校
）
・
旧
本
（
旧
刻

旧
紗
）
の
三
条
件
を
挙
け
て
い
る
。
実
に
大
正
大
蔵
経
の
刊
行
は

そ
の
充
足
を
目
指
し
て
い
る
。

刊
行
趣
旨
（
大
正
十
二
年
）
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
の
で
あ

つ
（
》
Ｏ

蓋
し
最
近
二
十
年
、
中
央
亜
細
亜
の
発
掘
事
業
踵
を
接
し
て

盛
ん
に
泰
西
に
起
る
や
、
干
聞
、
嶬
埠
、
亀
蕊
、
高
昌
等
の

諸
古
国
、
廃
嘘
の
下
千
年
の
珍
籍
を
出
し
、
石
堀
深
き
所
驚

異
の
秘
庫
を
発
き
、
六
朝
の
古
経
、
唐
宋
の
手
写
、
続
々
と

し
て
江
湖
に
現
わ
れ
、
快
経
奇
書
今
や
英
仏
の
書
庫
に
累
を

山
積
す
る
に
至
る
。
某
等
は
先
づ
此
古
本
に
就
き
て
現
行
本

と
の
至
厳
の
校
讐
を
行
は
ん
と
す
。
是
独
り
大
正
の
昭
代
に

於
て
能
く
し
得
寺
へ
き
所
、
夫
何
等
の
慶
福
ぞ
や
。
某
等
は
之

に
加
ふ
る
に
正
倉
院
勅
封
の
天
平
古
写
経
拝
観
の
允
許
を
得
、

之
に
参
酌
す
る
に
、
大
山
巨
刹
名
門
貴
紳
の
秘
蔵
古
経
を
以
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て
し
、
所
有
る
内
外
の
資
料
を
尽
く
し
て
周
到
の
対
校
を
行

ひ
、
現
行
一
切
経
の
批
樛
を
是
正
せ
ん
と
欲
す
。

よ
っ
て
大
正
の
新
脩
と
称
し
、
時
代
相
応
の
新
刻
大
蔵
経
と
し

て
刊
行
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
校
閲
編
纂
の
事
業
は
実
に
筆
舌
に

尽
し
難
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
芝
の
増
上
寺
の
閲
蔵
亭
に
お
い

て
高
麗
蔵
を
底
本
と
為
し
、
南
宋
思
渓
版
、
元
大
普
寧
寺
版
、
明

方
冊
蔵
経
の
三
大
蔵
経
を
以
て
対
校
し
、
加
う
る
に
正
倉
院
聖
語

蔵
の
天
平
古
写
経
お
よ
び
新
出
の
蟻
煤
写
本
等
を
用
い
て
校
訂
し

遺
漏
な
き
よ
う
に
十
全
を
期
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
毎
月

定
期
に
刊
行
す
る
と
云
う
制
約
の
中
で
遂
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
昭
和
四
年
三
月
に
は
「
正
蔵
」
五
十
五
巻
を
完
結
し
た
。

正
蔵
は
経
律
論
の
三
蔵
と
中
国
撰
述
の
主
要
章
疏
等
二
千
一
百
八

十
四
部
か
ら
成
っ
て
い
る
。
正
蔵
五
十
五
巻
の
中
第
三
十
二
巻
ま

で
が
い
わ
ゆ
る
印
度
撰
述
の
仏
典
で
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
校
勘
は

厳
密
を
極
め
て
お
り
、
刊
行
趣
旨
に
躯
う
大
正
大
蔵
経
の
特
色
を

如
何
な
く
発
揮
し
て
い
る
。

例
え
ば
大
品
般
若
経
は
高
麗
版
を
底
本
と
し
、
宋
（
思
溪
版
）
・

元
・
明
の
三
本
を
以
て
対
校
し
、
そ
の
上
で
宮
内
省
図
書
寮
の
北

宋
勅
版
、
正
倉
院
聖
語
蔵
の
唐
経
や
東
大
寺
所
蔵
の
奈
良
時
代
の

古
写
本
を
以
て
校
合
し
て
い
る
。
更
に
諸
本
で
異
同
の
あ
る
と
こ

ろ
は
梵
本
を
も
参
照
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
妙
法
蓮
華
経
は
右
の
四
大
蔵
の
対
校
は
勿
論
の
こ
と
、
宮

内
省
図
書
寮
の
北
宋
勅
版
、
東
京
帝
室
博
物
館
所
蔵
の
武
周
長
寿

三
年
（
六
九
四
）
李
元
恵
写
本
、
大
英
博
物
館
所
蔵
の
熾
埠
写
本
二

種
、
法
隆
寺
所
蔵
の
神
護
景
雲
元
年
（
七
六
七
）
孝
仁
写
本
（
巻
第
三
）

と
の
批
校
を
為
し
、
そ
の
う
え
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
と
の
校
訂

が
厳
密
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。

律
蔵
や
論
蔵
の
校
合
に
つ
い
て
も
同
様
に
十
全
な
る
配
慮
が
払

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
様
な
至
厳
の
校
勘
を
経
て
出
版
さ
れ
た
権
威

あ
る
大
蔵
経
に
由
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
日
頃
限
り
無
い
恩
沢
を
蒙
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
経
律
論
を
読
む
と
き
は
勿
論
の
こ
と
、
経
律
論
に

対
す
る
中
国
撰
述
の
注
疏
な
ど
を
読
む
場
合
も
や
は
り
大
正
大
蔵

経
を
依
用
す
る
。
経
疏
・
律
疏
・
論
疏
あ
る
い
は
諸
宗
部
な
ど
の

中
国
撰
述
仏
典
に
対
し
て
も
印
度
撰
述
の
経
律
論
と
同
様
に
諸
本

校
合
を
経
た
「
仏
典
の
決
定
版
」
と
し
て
の
権
威
を
暗
黙
の
う
ち

に
是
認
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
ら
ぱ
大
正
大
蔵
経
所
収
の
中
国
撰
述
仏
典
の
校
合
の
状
況

は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

例
え
ば
法
相
宗
の
窺
基
の
法
華
玄
賛
は
、
與
福
寺
所
蔵
の
保
安

三
年
（
一
三
三
）
の
古
写
本
を
底
本
と
し
、
聖
語
蔵
の
天
平
写
本
、

熾
埠
出
土
の
唐
代
写
本
、
法
隆
寺
所
蔵
の
古
刊
本
を
以
て
校
合
し

ワQ
lJ



て
い
る
。
又
、
華
厳
宗
の
法
蔵
の
華
厳
経
探
玄
記
は
高
麗
版
を
底

本
と
し
、
聖
語
蔵
の
二
種
の
古
写
本
と
嘉
暦
三
年
・
元
徳
三
年
・

康
暦
三
年
の
三
種
の
刊
本
を
対
校
本
に
用
い
て
い
る
。

中
国
撰
述
仏
典
の
校
合
に
関
し
て
右
の
よ
う
に
十
分
な
配
慮
が

為
さ
れ
た
例
は
必
ず
し
も
多
い
訳
で
は
な
い
。
む
し
ろ
中
国
撰
述

仏
典
に
つ
い
て
云
え
ば
原
本
一
種
の
み
で
批
校
本
の
全
く
存
し
な

い
も
の
も
極
め
て
多
数
に
の
ぼ
る
の
で
あ
る
。
中
国
仏
教
史
上
に

偉
大
な
足
跡
を
遺
し
た
浄
影
寺
の
慧
遠
や
嘉
祥
寺
の
吉
蔵
ら
の
著

述
も
厳
密
な
校
訂
を
経
ず
、
坊
刻
本
た
る
一
刊
本
を
そ
の
ま
ま
大

蔵
経
に
編
入
し
て
い
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。
慧
遠
の
著
述
の

中
で
大
正
大
蔵
経
所
収
の
次
の
典
籍
は
全
く
対
校
本
が
無
く
、
左

記
の
一
刊
本
を
そ
の
ま
ま
に
編
入
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

維
摩
経
義
記
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
刊
本

無
量
寿
経
義
疏
承
応
三
年
（
一
六
五
三
）
刊
本

観
無
量
寿
経
疏
江
戸
時
代
（
無
年
紀
）
刊
本

大
乗
起
信
論
疏
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
刊
本

吉
蔵
の
著
述
に
つ
い
て
も
実
情
は
全
く
同
様
で
あ
る
。

中
観
論
疏
江
戸
時
代
（
無
年
紀
）
刊
本

百
論
疏
延
宝
八
年
（
一
六
八
○
）
刊
本

十
二
門
論
疏
江
戸
時
代
（
無
年
紀
）
刊
本

大
乗
玄
論
江
戸
時
代
（
無
年
紀
）
刊
本

金
剛
般
若
経
疏
不
明

仁
王
般
若
経
疏
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
刊
本

法
華
玄
論
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
刊
本

無
量
寿
経
疏
元
禄
十
四
年
（
一
七
○
三
）
刊
本

観
無
量
寿
経
疏
江
戸
時
代
（
無
年
紀
）
刊
本

金
光
明
経
疏
正
徳
元
年
（
一
七
二
）
刊
本

大
正
大
蔵
経
所
収
の
右
の
中
国
撰
述
の
典
籍
に
つ
い
て
は
全
く

対
校
が
為
さ
れ
て
い
な
い
。
大
正
大
蔵
経
の
刊
行
会
は
明
治
の
縮

蔵
や
卍
字
蔵
を
評
し
て
「
校
訂
の
如
き
も
、
時
代
の
進
運
と
共
に

改
善
を
加
う
べ
き
余
地
少
な
か
ら
ず
」
と
断
じ
、
”
み
ず
か
ら
の
大

蔵
経
を
「
所
有
る
内
外
の
資
料
を
尽
し
て
周
到
の
対
校
」
が
為
さ

れ
た
と
述
令
へ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
印
度
撰
述
部
の
仏
典
は
と
も
か

く
と
し
て
入
蔵
仏
典
の
過
半
に
近
い
中
国
撰
述
仏
典
に
つ
い
て
は

必
ず
し
も
「
周
到
な
対
校
」
が
為
さ
れ
て
い
る
と
は
決
し
て
言
い

切
れ
な
い
。
こ
の
様
な
印
度
撰
述
と
中
国
撰
述
の
仏
典
に
於
け
る

校
合
上
の
精
鹿
の
差
は
、
仏
典
の
決
定
版
た
る
大
正
大
蔵
経
を
手

に
し
た
当
初
は
全
く
予
想
だ
に
し
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

吉
蔵
の
大
乗
玄
論
は
前
記
の
よ
う
に
江
戸
時
代
の
刊
本
が
底
本

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
他
の
古
抄
本
や
古
刊
本
と
の
批
校

は
全
く
為
さ
れ
て
は
い
な
い
。
大
乗
玄
論
の
刊
本
に
は
出
版
史
上

で
著
名
な
鎌
倉
時
代
中
期
の
醍
醐
寺
版
が
現
存
す
る
。
弘
安
三
年
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（
一
二
八
○
）
、
寂
性
と
称
す
る
学
僧
が
三
論
宗
お
よ
び
そ
の
学
問

の
衰
退
の
著
し
い
こ
と
を
慨
い
て
い
た
師
匠
の
十
三
年
忌
に
当
る

こ
の
歳
に
、
師
の
追
福
の
た
め
大
乗
玄
論
五
巻
を
開
板
し
た
。
そ

の
板
木
は
残
念
な
が
ら
火
災
で
失
な
わ
れ
た
が
、
十
五
年
後
の
永

仁
三
年
（
一
二
九
五
）
に
醍
醐
の
学
侶
に
よ
っ
て
再
び
大
乗
玄
論
が

重
刻
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
醍
醐
寺
版
の
大
乗
玄
論
五
巻
が
現

存
し
て
い
る
。
そ
の
後
に
開
板
さ
れ
た
江
戸
時
代
の
各
種
の
刊
本

は
悉
く
こ
の
醍
醐
版
に
基
づ
い
て
い
る
。
大
乗
玄
論
に
は
洛
下
書

林
田
中
庄
兵
衛
。
井
上
忠
兵
衛
の
刊
行
（
寛
永
九
年
一
七
○
九
刊
）
し

た
も
の
や
洛
陽
寺
町
の
中
野
五
郎
左
衛
門
・
前
川
茂
右
術
門
の
刊

行
（
無
年
紀
）
し
た
も
の
等
が
あ
る
が
、
共
に
永
仁
三
年
三
月
二
十

一
日
の
賊
を
附
し
て
お
り
明
ら
か
に
醍
醐
版
に
基
づ
く
も
の
で
内

容
も
全
同
で
あ
る
。
要
す
る
に
大
正
大
蔵
経
の
原
本
（
底
本
）
と
な

っ
た
刊
本
の
源
を
尋
ね
れ
ば
や
は
り
永
仁
三
年
刊
の
醍
醐
寺
版
大

乗
玄
論
に
到
達
す
る
。
か
く
述
べ
て
く
れ
ば
大
正
大
蔵
経
に
於
て

何
を
底
本
と
為
し
、
何
を
対
校
本
と
為
す
べ
き
か
は
歴
然
と
し
て

い
る
で
あ
ろ
う
。

中
国
仏
教
を
代
表
す
る
律
宗
の
道
宣
、
法
相
宗
の
基
、
華
厳
宗

の
法
蔵
ら
の
著
述
の
中
の
数
部
に
つ
い
て
も
同
様
の
状
況
に
あ
る
。

即
ち
、
次
の
中
国
撰
述
仏
典
は
対
校
本
が
無
く
、
左
記
の
一
刊
本

を
そ
の
ま
ま
大
正
大
蔵
経
に
編
入
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

道
宣
・
関
中
創
立
戒
壇
図
経
江
戸
時
代
（
無
年
紀
）
刊

道
宣
。
釈
門
章
服
儀
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
刊

道
宣
・
量
処
軽
重
儀
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）
刊

窺
基
・
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
般
若
理
趣
分
述
讃

享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
刊

窺
基
・
阿
弥
陀
経
疏
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
刊

法
蔵
。
大
乗
法
界
無
差
別
論
疏
正
徳
元
年
（
一
七
二
）
刊

法
蔵
・
入
傍
伽
心
玄
義
元
禄
十
六
年
（
一
七
○
三
）
刊

右
の
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
が
十
八
世
紀
の
い
わ
ゆ
る
町
版
の
一
刊

本
を
原
本
と
し
て
そ
の
ま
ま
編
入
し
て
い
る
。
曇
鴬
の
浄
土
論
註
、

善
導
の
法
事
讃
、
慢
興
の
無
量
寿
経
連
義
述
文
讃
な
ど
も
同
じ
事

情
の
下
に
あ
る
。

更
に
大
正
大
蔵
経
所
収
の
中
国
撰
述
仏
典
の
中
に
は
次
の
よ
う

な
例
が
あ
る
。
即
ち
、
明
治
に
刊
行
さ
れ
た
続
蔵
経
を
以
て
原
本

と
為
す
も
の
で
あ
る
。
何
ら
の
対
校
本
も
な
く
続
蔵
経
を
そ
の
ま

ま
編
入
し
た
も
の
も
亦
多
数
あ
る
。
印
度
撰
述
仏
典
に
お
い
て
は

全
く
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
中
国
・
朝
鮮
の
仏
教
に
重
要

な
地
位
を
占
め
る
次
の
典
籍
は
、
い
ず
れ
も
続
蔵
経
本
を
そ
の
ま

ま
大
正
大
蔵
経
に
収
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

鳩
摩
羅
什
法
師
大
義
（
大
乗
大
義
章
）

僧
肇
・
肇
論
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元
康
。
肇
論
疏

吉
蔵
・
大
品
経
遊
意

吉
蔵
・
浬
樂
経
遊
意

杜
順
・
華
厳
五
教
止
観

智
僚
・
華
厳
一
乗
十
玄
門

法
蔵
・
華
厳
策
林

道
宣
・
律
相
感
通
伝

道
宣
・
中
天
竺
舎
衛
国
祇
疸
寺
図
経

慧
沼
・
勧
発
菩
提
心
集

円
測
・
般
若
波
羅
蜜
多
経
賛

元
暁
・
弥
勒
上
生
経
宗
要

太
賢
・
大
乗
起
信
論
内
義
略
探
記

右
の
中
で
大
乗
大
義
章
を
例
に
と
れ
ば
、
大
正
大
蔵
経
第
四
十

五
巻
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
原
本
は
続
蔵
経
で
あ
る
。
続
蔵
経
本

が
そ
の
ま
ま
大
正
大
蔵
経
に
編
入
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
続
蔵

経
の
底
本
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
が
気
に
な
る
。
こ
の
続
蔵

経
の
底
本
に
つ
い
て
は
既
に
牧
田
諦
亮
博
士
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
牧
田
博
士
に
従
え
ば
、
続
蔵
経
の
編
纂
者
が
大
乗
大
義

章
の
原
本
と
し
て
採
用
し
た
の
は
現
在
京
都
大
学
附
属
図
害
館
に

所
蔵
さ
れ
る
一
‐
明
治
初
年
書
写
と
思
わ
れ
る
『
大
義
間
害
』
と
表

害
し
た
『
鳩
摩
羅
什
法
師
大
義
』
に
も
と
づ
い
て
い
る
」
の
で
あ

る
。
し
か
ら
ぱ
明
治
初
年
の
害
写
本
の
み
が
大
乗
大
義
章
の
天
下

唯
一
の
伝
本
か
と
云
え
ば
決
し
て
そ
う
で
は
無
い
。
最
存
最
古
の

紗
写
本
と
し
て
は
京
都
禅
林
寺
（
永
観
堂
）
に
伝
わ
る
鳩
摩
羅
什

法
師
大
義
三
巻
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
巻
下
の
末
尾
に
、

永
仁
元
年
八
月
廿
七
日
書
写
校
合
畢

と
の
識
語
が
あ
り
、
鎌
倉
中
期
に
書
写
校
合
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

現
に
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
の
『
慧
遠
研
究
』
遺
文
篇
で
は
、

こ
の
禅
林
寺
所
蔵
の
永
仁
元
年
書
写
本
を
以
て
底
本
と
し
、
続
蔵

経
本
や
丘
檗
氏
校
刊
本
な
ど
の
諸
刊
本
を
以
て
校
勘
し
て
テ
キ
ス

ト
を
定
め
て
い
る
。
（
ま
た
牧
田
博
士
の
所
論
に
よ
れ
ば
禅
林
寺

に
伝
わ
る
貴
重
な
古
抄
本
の
中
に
は
大
乗
大
義
章
の
外
に
も
承
元

元
年
（
一
二
○
七
）
書
写
の
十
二
門
論
疏
や
中
観
論
疏
な
ど
三
論
宗

関
係
典
籍
が
多
数
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
ら
も
亦
、
大

正
大
蔵
経
の
原
本
又
は
対
校
本
に
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。
）

大
正
大
蔵
経
の
中
で
続
蔵
経
本
に
依
っ
て
い
る
も
の
の
幾
種
か

は
確
か
に
他
に
伝
本
の
存
し
な
い
も
の
も
あ
ろ
う
が
、
大
乗
大
義

章
な
ど
の
よ
う
に
他
に
す
ぐ
れ
た
伝
本
の
存
す
る
も
の
も
少
な
く

な
い
。
大
蔵
経
の
校
勘
に
は
細
心
の
配
慮
が
要
請
さ
れ
る
。

更
に
大
正
大
蔵
経
所
収
の
中
国
撰
述
仏
典
に
は
縮
刷
大
蔵
経
や

大
日
本
仏
教
全
書
本
を
そ
の
ま
ま
編
入
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

智
甑
・
六
妙
法
門
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潜
真
・
菩
提
心
儀

智
慧
輪
・
明
仏
法
根
本
碑

前
二
言
は
縮
刷
蔵
に
、
後
の
一
書
は
大
日
本
仏
教
全
書
に
拠
っ
て

い
る
。
六
妙
法
門
は
天
台
智
頷
が
三
種
止
観
の
一
た
る
不
定
止
観

を
説
い
た
も
の
で
短
篇
で
は
あ
る
が
、
天
台
止
観
を
学
ぶ
上
で
貴

重
な
書
で
あ
る
。
こ
の
六
妙
法
門
は
縮
刷
蔵
を
は
じ
め
金
蔵
・
続

蔵
経
の
諸
蔵
本
や
諸
刊
本
が
存
す
る
。
菩
提
心
儀
に
つ
い
て
は
空

海
が
入
唐
中
に
彼
の
地
で
直
接
に
書
写
し
た
も
の
が
伝
わ
っ
て
い

る
。
即
ち
三
十
帖
策
子
の
第
二
十
帖
に
百
八
尊
法
身
契
印
等
と
共

に
本
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
単
行
の
刊
本
も
伝
わ

る
が
、
そ
れ
ら
と
の
校
合
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
又
、
明
仏
法

根
本
碑
は
智
慧
輪
三
蔵
が
密
教
の
要
旨
を
広
く
人
々
に
伝
え
る
為

に
長
安
城
内
に
建
立
し
た
碑
文
で
あ
る
。
長
安
の
碑
文
は
今
に
伝

わ
ら
な
い
が
、
転
写
さ
れ
た
も
の
が
京
都
観
智
院
金
剛
蔵
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
ら
と
の
対
校
は
無
い
。
こ
れ
ら
の
事

実
は
大
正
大
蔵
経
所
収
の
印
度
撰
述
の
経
論
に
お
け
る
至
厳
な
校

訂
と
比
較
す
る
と
き
全
く
予
想
も
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

前
述
の
よ
う
な
事
例
の
外
に
大
正
大
蔵
経
の
中
国
撰
述
仏
典
に

は
、
単
に
一
種
の
写
本
の
み
に
拠
る
も
の
も
あ
る
。
続
蔵
経
や
縮

蔵
な
ど
や
諸
刊
本
よ
り
も
写
本
に
は
更
に
多
く
の
問
題
を
含
ん
で

い
る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
で
あ
ろ
う
。

晴
慧
遠
の
大
般
浬
藥
経
義
記
は
龍
谷
大
学
所
蔵
の
応
永
三
年

（
一
三
九
六
）
の
写
本
を
、
新
羅
元
暁
の
浬
藥
宗
要
は
日
光
輪
王
寺

所
蔵
の
天
治
元
年
（
二
二
四
）
の
写
本
に
よ
っ
て
い
る
。
他
に
対

校
本
は
無
い
。
こ
れ
ら
写
本
は
貴
重
な
珍
書
で
は
あ
る
が
、
概
し

て
刊
本
に
比
し
て
写
本
に
は
誤
謬
が
生
じ
易
い
。

筆
者
は
か
っ
て
浬
藥
宗
要
に
つ
い
て
考
察
し
、
論
文
に
纒
め
た

（
「
元
暁
の
浬
薬
宗
要
」
本
誌
二
十
五
号
）
が
、
そ
の
際
に
本
書
を
一
読

し
文
意
相
通
せ
ず
、
焉
馬
の
疑
い
を
強
く
し
た
箇
所
は
二
、
三
に

は
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
折
の
ノ
ー
ト
に
よ
っ
て
若
干
の
例

を
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

意
１
章
於
Ｉ
相
是
１
足
是
Ｉ
長
下
ｌ
不

怯
ｌ
法
實
ｌ
寶
雨
１
両
密
Ｉ
察
梁
ｌ
般

耶
ｌ
取
身
ｌ
事
天
ｌ
在
能
ｌ
純
夫
ｌ
芙

來
ｌ
乘
音
ｌ
皆
倒
ｌ
例
諸
ｌ
請
徳
ｌ
僧

大
正
大
蔵
経
所
収
の
浬
藥
宗
要
か
ら
僅
か
の
例
を
示
し
た
。
未

だ
輪
王
寺
の
写
本
を
実
見
し
て
い
な
い
が
、
右
の
例
は
文
意
が
通

ぜ
ず
烏
焉
馬
の
疑
い
極
め
て
濃
厚
で
あ
る
。
ま
た
術
脱
と
思
わ
れ

る
も
の
も
少
な
く
は
な
い
。
し
か
し
、
大
蔵
経
の
こ
と
故
、
窓
に

改
め
る
こ
と
は
慎
し
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
上
る
事
例
に
接
す
る

と
き
、
起
信
論
を
講
じ
た
鉄
眼
や
往
生
要
集
を
談
じ
た
忍
徴
が
大

蔵
経
の
印
造
や
校
勘
に
精
力
を
傾
注
し
た
所
以
に
頷
く
こ
と
が
出
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来
る
の
で
あ
る
。

た
だ
一
写
本
の
み
を
以
て
刻
印
し
た
場
合
、
そ
の
刊
本
が
権
威

を
も
っ
て
流
布
し
、
後
に
術
脱
誤
字
を
改
め
る
手
立
て
を
失
う
こ

と
を
恐
れ
る
の
で
あ
る
。
宋
の
葉
夢
得
も
石
林
燕
語
（
四
庫
提
要
子

部
）
に
、世
既
一
以
版
本
為
正
、
而
蔵
本
亡
日
、
其
訓
誤
不
可
正
、
甚

可
惜
也
。

と
教
示
し
て
い
る
。
わ
が
敬
首
も
忍
徴
の
教
え
を
継
承
し
て
、
中

華
の
書
に
は
一
種
に
頗
る
多
版
あ
り
、
必
ず
善
本
を
得
て
校
合
す

雫
へ
し
と
語
っ
て
い
る
（
典
籍
概
見
）
。
共
に
傾
聴
す
、
へ
き
言
葉
で
あ

づ
（
》
Ｏ

仏
教
東
漸
以
来
、
幾
多
の
学
侶
に
よ
っ
て
著
述
さ
れ
た
仏
書
は
、

先
述
の
よ
う
に
或
い
は
書
写
さ
れ
、
或
い
は
刻
印
さ
れ
て
脈
々
と

し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
歳
月
を
閲
す
る
う
ち
に
や
が
て

類
本
な
く
、
天
下
の
珍
書
と
な
っ
た
も
の
も
少
な
く
は
な
い
で
あ

ろ
う
。
仮
令
、
古
刹
に
伝
持
す
る
稀
韻
の
書
が
存
す
る
と
し
て
も

必
ず
し
も
全
て
に
亙
っ
て
捜
索
の
目
録
が
編
ま
れ
て
い
る
訳
で
は

な
い
。
大
正
大
蔵
経
の
編
蟇
者
が
諸
本
捜
求
や
校
合
に
払
わ
れ
た

精
励
俗
勤
は
並
み
並
み
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
今
い
さ
さ

か
望
蜀
の
念
を
も
っ
て
中
国
撰
述
仏
典
に
限
り
校
勘
の
問
題
に
言

及
し
た
が
、
そ
れ
は
大
蔵
経
の
暇
疵
を
指
摘
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
は
決
し
て
無
い
。
む
し
ろ
編
者
の
尽
痒
の
労
を
多
と
し
、
蔵
経

に
よ
っ
て
蒙
る
至
大
の
恩
を
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
蔵
経

を
依
用
す
る
（
殊
に
中
国
撰
述
仏
典
を
学
ぶ
）
場
合
、
前
述
の
如

き
永
い
仏
法
護
持
の
歩
み
に
思
い
を
よ
せ
つ
つ
、
原
本
や
校
勘
等

に
関
し
て
も
十
二
分
の
配
慮
が
必
要
な
こ
と
を
喚
起
し
た
い
の
で

あ
る
。清
の
孫
従
添
は
そ
の
蔵
書
紀
要
に
、

書
籍
不
論
抄
刻
好
夛
、
凡
有
校
過
之
書
、
皆
為
至
宝

と
述
、
へ
て
い
る
。
実
に
書
籍
に
お
い
て
書
か
れ
た
字
や
印
刻
の
好

夛
即
ち
良
否
を
論
ず
る
こ
と
は
重
大
な
問
題
で
は
な
い
。
む
し
ろ

十
分
な
る
校
勘
を
経
過
し
た
書
こ
そ
が
至
宝
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

況
ん
や
大
蔵
経
に
お
い
て
お
や
で
あ
る
。
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